
２０２０．３ 人口と世帯　令和２年１月３１日現在

総人口 　８９４人
　　男 ４３４人
　　女 ４６０人
世帯数 ４１４世帯

１９７

2131-1

３月号の主な内容

根羽スギを活用した

東京五輪選手村の

内覧会に参加しました。

●令和２年度予算  …………………２・３ページ

●３月定例会議  ………………４・５・６ページ

●人の動き　他  …………………………６ページ

●国民健康保険について　他  …………７ページ

●『医療費について』のお知らせ　他  …８ページ

●日本の木材活用リレー　他  …………９ページ

●フォトコンテスト　他  ………………１０ページ

左から・根羽村長 大久保憲一・前川上村長 藤原忠彦氏・天龍村長 永嶺誠一氏・会場整備局長 福島七郎氏
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令和２年度予算令和２年度予算

前年対比 12.02％増

32,502
千円

47,901
千円

3,251千円

1,180千円

自主財源333,384千円(18.20％)　依存財源1,498,116千円(81.80％)

村税

84,834千円

財産収入
20,969千円

諸収入
44,689千円

使用料及び手数料
20,847千円

繰越金
35,000千円
寄付金
82,800千円

地方交付税
907,500 千円

県支出金
225,784 千円
県支出金
225,784 千円

村債
275,400 千円

国庫支出金
39,615千円
国庫支出金
39,615千円

ゴルフ場利用税交付金
3,300千円

地方譲与税 24,701千円
地方消費税交付金 19,400千円
環境性能割交付金 1,580千円
法人事業税交付金 135千円
利子割交付金 150千円
地方特例交付金 10千円
配当割交付金 300千円
株式等譲渡所得割付金交付金 240千円
交通安全対策特別交付金 1千円

分担金及び負担金
1,176千円

繰入金
43,069千円

1,831,500千円

　

村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会

計
予
算
他
六
特
別
会
計
予
算
が
去

る
３
月　

日
、
村
議
会
定
例
会
で
可

１２

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
第
５
次
総

合
計
画
、
総
合
戦
略
の
目
標
達
成
に

向
け
た
積
極
的
な
予
算
と
し
ま
し
た
。

村
で
は
引
き
続
き
産
業
振
興
に
つ
な

げ
る
林
業
基
盤
整
備
の
継
続
を
は
じ

め
、
交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
、
移

住
定
住
の
促
進
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
加
え
、
新
た
に
、
自
動
車
急
発
進

抑
制
装
置
設
置
補
助
、
茶
臼
山
観
光

施
設
整
備
、
村
道
橋
梁
補
修
設
計
・

定
期
点
検
事
業
等
を
計
画
し
、
前
年

度
と
比
較
し
て　

％
増
の
総
額
で　

１２

１８

億
３
１
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
占
め

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
国
で
は

令
和
元
年
度
と
比
較
し
て
２
・
５
％

増
額
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
当
村
に

お
い
て
は
、
令
和
元
年
度
の
普
通
交

付
税
実
績
額
と
比
べ
約　

％
減
の
８

１２

億
２
千
万
円
と
見
積
も
っ
た
予
算
編

成
と
し
て
い
ま
す
。

　

村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主
財
源

は
３
億
３
３
３
８
万
円
余
（　

・
２

１８

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

の
実
績
見
込
等
か
ら　

万
円
減
を
見

３３

込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
は
地
方
交
付
税

を
除
き
５
億
９
０
６
１
万
円
余
で
、

国
県
支
出
金
が
２
億
６
５
３
９
万

円
余
（　

・
４
％
）、
村
債
に
つ
い

１５

て
は
、
林
業
・
木
材
産
業
成
長
化
促

進
対
策
事
業
、
林
道
開
設
工
事
・
村

営
住
宅
建
設
工
事
等
を
予
定
し
て
い

る
た
め
、
前
年
比　

・
５
％
増
の
２

３１

億
７
５
４
０
万
円
（　

・
０
％
）
と

１５

な
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
に
見
ま
す
と
、
木
材
産
業

成
長
化
促
進
対
策
事
業
・
林
道
開
設

事
業
に
要
す
る
経
費
等
を
含
む
農
林

水
産
業
費
が
５
億
２
０
２
７
万
円

余
（　

・
４
％
）、
次
い
で
総
務
費

２８

３
億
３
６
７
９
万
円
余
（　

・
４

１８

％
）、
公
債
費
（
定
期
償
還
分
）
が

２
億
７
４
８
３
万
円
余
（　

・
０
％
）

１５

以
下
民
生
費
、
教
育
費
、
衛
生
費
、

土
木
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
性
質
別
を
見
ま
す
と
、
普
通

建
設
事
業
費
が
４
億
６
７
６
３
万

円
余
（　

・
５
％
）、
物
件
費
が
３

２５

億
４
４
３
万
円
余
（　

・
６
％
）
、

１６

次
い
で
人
件
費
、補
助
費
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
（　

）
は
歳
入
・
歳
出
全
体
に
お

け
る
構
成
比

　

歳歳　
　

出出

　

歳歳　
　

入入



令和２年３月３１日（３） 広 報 ね ば 第１９７号

令 和 ２ 年 度 の 主 な 新 規 事 業
事 業 の 概 要実 施 事 業区　分

高齢者の交通事故防止を目的に、ブレーキとアクセル踏み間違いによる重大事故の
発生を防ぐため、後付けの急発進等抑制装置の設置に対して補助金を交付します。

自動車急発進等抑制装置設置補助事業総務費

意欲ある農業者が農業を継続できる環境を整えるため、黒地地区で区画拡大や排
水設備の基盤整備を行い農地の集積、集約化を図ります。

農業基盤整備事業農業費

間伐等で山林内に放置されている未利用材や枝葉等、製材工場からでる不良材等
の有効利用を図るため、固定式チッパーや移動式粉砕機等を導入し、県産材の更
なる利用拡大を図ります。

林業・木材産業成長化促進対策事業

林業費 集約や主要なライフライン（道路、電線等）に接する森林で、倒木の恐れの
ある危険木や枯損木の伐採を行い、村民生活の安全安心を図ります。

みんなで支える里山整備事業

災害に強く、安全に利用できる林道網整備を目指して、林道本洞線の舗装に
着手します。

林道舗装事業

茶臼山キャンプ場内にサニタリー棟（トイレ・シャワー室）を建設し、利用者の
環境改善と集客を図ります。

茶臼山観光施設整備事業

商工費
地元の皆さんと協議して、大杉公園に多くの人に訪れていただけるよう、大
杉前の森林整備を進めます。

観光地森林景観整備事業

世帯用の村営住宅不足解消のため、低コスト住宅3棟を建設します。村営住宅建設事業

土木費 ５年に一度のサイクルで実施する村道の橋梁点検について、令和２年度から２サ
イクル目を実施します。また、１サイクル目で修繕が必要とされた橋梁のうち、
優先度の高い５橋について補修設計を実施します。

村道橋梁補修設計・定期点検事業

安心、安全な保育を提供するため、整備がされていなかった保育室へのエアコン
整備、砂場の日よけを設置します。

保育所施設整備事業教育費

各 会 計 別 予 算 の 比 較
比 率 ％比 較平成３１年度予算額令和２年度予算額区　　　　　分

１２.０１９６,５００１,６３５,０００１,８３１,５００一 般 会 計

３２.５２４,８００７６,３００１０１,１００国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
特　

別　

会　

計

△ ４.９△ ２,９００５９,７００５６,８００簡 易 水 道 特 別 会 計

１４.６９,２００６３,１００７２,３００下 水 道 特 別 会 計

５.７１２,２００２１４,２００２２６,４００介 護 保 険 特 別 会 計

１３.６２,１００１５,４００１７,５００根 羽 村 営 バ ス 特 別 会 計

１０.５１,９００１８,１００２０,０００後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

１０.６４７,３００４４６,８００４９４,１００特 別 会 計 合 計

１１.７２４３,８００２,０８１,８００２,３２５,６００総 計

（単位：千円）

農林水産業費
520,273　28.41 %

総務費　336,790　18.39%

公債費
（繰上償還）
2　0.00%

公債費
（繰上償還）
2　0.00%公債費（定期分）274,838　15.01%

公債費（定期分）274,838　15.01%
民生費　159,817　8.73%

衛生費　135,731　7.41%
教育費　132,842　7.25%

土木費　129,190　7.05%

消防費
36,030　1.97%

議会費
26,871 1.47%

商工費
78,054　4.26%

予備費
1,000　0.06%

予備費
1,000　0.05%

諸支出金
2　0.00%

災害復旧費　60　0.00%災害復旧費　60　0.00%

災害復旧費　60　0.00%災害復旧費　60　0.00%

積立金
49,624　2.71%

普通建設事業費
467,634　25.53%

補助費　276,016　15.07%

物件費　304,434　16.62%

人件費　299,298　16.34%

繰出金　109,297　5.97%
扶助費

43,889 0.19％

維持補修費
3,500 0.27％



令和２年３月３１日 （４）広 報 ね ば 第１９７号

３
月
定
例
会

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
等

二
十
四
議
案
に
つ
い
て
審
議

　

３
月
５
日
・　

日
・　

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
３
月
定
例
会

１０

１２

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一

般

質

問

議会だより
◆
下
井
敦
志
議
員

質
問　

村
内
情
報
通
信
網
の
光
化
の
現

状
と
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ　

（
超
ス
マ
ー
ト

５.０

社
会
）を
念
頭
に
入
れ
た
今
後
の
村
づ
く

り
に
つ
い
て

①
光
化
の
整
備
状
況
と
サ
ー
ビ
ス
開
始

時
期
、及
び
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
検
討
に
つ

い
て

②
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ　

を
念
頭
に
お
い

５.０

た
住
民
生
活
、福
祉
に
つ
い
て

③
産
業
、教
育
に
つ
い
て

④
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
状
況

と
、加
入
促
進
に
つ
い
て

回
答

①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
国
庫
補
助
を
受
け
る
形
で

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
の
２
ヵ

年
間
で
村
内
全
域
で
の
光
化
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、現
在
各
所
で
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。計
画
通
り
進
め
ば
令
和
３
年
度

に
は
光
化
の
整
備
が
村
内
全
て
で
完
了

し
、村
内
全
域
で
光
回
線
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
る

と
理
解
し
て
い
る
。村
と
し
て
も
公
共
施

設
を
中
心
と
し
た
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
を
整

備
す
る
な
ど
情
報
化
を
さ
ら
に
進
め
て

い
き
た
い
。ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
に
つ
い
て
は
、

基
地
局
の
整
備
や
様
々
な
基
幹
シ
ス
テ

ム
の
構
築
等
に
ま
だ
ま
だ
不
透
明
な
部

分
が
多
く
、当
村
で
は
ま
ず
、光
通
信
網

の
整
備
に
よ
っ
て
通
信
環
境
が
格
段
に

向
上
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、当
面
は
光

通
信
網
の
積
極
的
利
用
を
進
め
る
中
で

携
帯
電
話
事
業
者
等
に
よ
る
５
Ｇ
環
境

整
備
の
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

②
遠
隔
医
療
は
大
変
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
い
っ
た
形
で
対
応
し
て
い

く
か
は
今
後
そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
み
な

さ
ん
と
し
っ
か
り
研
究
し
て
取
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。認
知
症
の
見
守
り
に

つ
い
て
も
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
該
当
者
の
お
宅
に
設
置
さ
れ

た
カ
メ
ラ
の
映
像
で
確
認
し
た
り
、セ
ン

サ
ー
で
の
自
宅
内
の
確
認
な
ど
様
々
な

形
で
高
齢
者
の
見
守
り
に
有
効
で
あ
る

と
聞
い
て
お
り
、こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後

具
体
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。自
動
運

転
・
ド
ロ
ー
ン
等
に
よ
る
交
通
難
民
対
策

で
は
、日
々
進
歩
す
る
技
術
の
活
用
に
つ

い
て
民
間
の
力
を
お
借
り
す
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
考
え
る
。今
後
技
術
を
持
っ

た
企
業
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
実
用
化
に

向
け
て
検
討
し
た
い
。買
い
物
弱
者
対
策

で
は
根
羽
で
ド
ロ
ー
ン
配
達
が
で
き
る

か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
に
よ
る
買
い
物
、民
間
企
業

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
商
店
か
ら
の
配

達
シ
ス
テ
ム
を
作
る
等
、こ
れ
か
ら
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。テ

レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
今
回
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
で
も
非
常
に
有
効
に
活

用
さ
れ
て
お
り
、村
内
で
の
働
き
方
で
も

重
要
な
部
分
を
占
め
て
く
る
と
理
解
し

て
お
り
、近
い
時
期
に
具
体
的
に
取
り
組

め
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。災
害
の
関
係
で
は
、現
在
村
内

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
を
使
い
河
川

カ
メ
ラ
を
５
箇
所
設
置
し
て
お
り
、役
場

で
監
視
し
て
い
る
。さ
ら
に
令
和
２
年
６

月
ま
で
に
長
野
県
で
村
内
河
川
の
３
箇

所
に
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
頂

き
観
測
デ
ー
タ
は
国
交
省
の
サ
ー
バ
ー

に
送
ら
れ
そ
の
情
報
は
ど
な
た
で
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
と
な
る
。防
災
面
で
は
様
々
な
対
策
が

可
能
と
な
る
の
で
最
優
先
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

③
農
業
分
野
に
関
し
て
は
、す
で
に
実
用

化
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、農
業
者

が
高
齢
化
し
て
く
る
課
題
が
あ
る
中
で
、

当
村
で
も
活
用
で
き
る
も
の
は
積
極
的

に
活
用
し
て
い
く
。た
だ
自
動
運
転
な
ど

を
考
え
た
と
き
に
当
村
で
は
耕
地
面
積

が
小
さ
く
、小
規
模
農
家
が
多
い
こ
と
か

ら
、費
用
対
効
果
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

と
検
討
が
必
要
。一
方
で
現
在
も
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
い
農
業
情

報
を
管
理
す
る
ア
プ
リ
等
も
使
わ
れ
て

お
り
、こ
う
い
っ
た
利
用
で
き
る
も
の
か

ら
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。観
光
業
へ
の
可
能
性
で
す

が
、村
で
は
新
た
に
体
験
型
ツ
ア
ー
の
開

発
等
を
現
在
計
画
し
進
め
て
い
る
。こ
う

い
っ
た
部
門
で
ど
う
い
っ
た
利
活
用
が

で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。教
育
分
野

で
の
利
活
用
で
は
村
で
も
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。通
信

環
境
整
備
に
よ
り
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
も
整

い
国
が
示
す
児
童
生
徒
全
員
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
配
布
を
検
討
す
る
な
ど
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
学
校
と
も
連
携
し
進
め

て
い
く
。様
々
な
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ
リ
が

出
て
き
て
い
る
が
、児
童
生
徒
に
と
っ
て

よ
り
良
い
仕
組
み
を
し
っ
か
り
と
検
討

し
導
入
を
図
っ
て
い
く
。パ
ソ
コ
ン
の
更

新
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
人
材
の

確
保
等
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、遠
隔
授
業
を
行
う
こ
と
は
非
常
に

効
果
が
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、小
さ
な

学
校
で
は
特
に
他
地
域
と
の
交
流
や
大

勢
と
の
意
見
交
換
が
可
能
と
な
り
、様
々

な
こ
と
が
学
べ
る
機
会
が
増
え
る
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

来
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
教
育
関

係
で
採
用
す
る
が
、そ
う
い
っ
た
皆
さ
ん

と
も
一
緒
に
な
っ
て
遠
隔
授
業
を
含
め

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
に
向
け
た
具

体
的
な
計
画
を
来
年
度
作
成
す
る
中
で

構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

④
現
在
村
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入

状
況
は
２
月
末
現
在
で
１
６
９
件
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者
は
４
６
３
件
で
、加

入
率
は
約　

％
程
度
。導
入
当
初
の
目
標

３７

と
し
て
は
１
１
０
件
と
設
定
し
て
い
た

の
で
目
標
に
対
し
て
は
大
幅
に
上
回
る

利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
。現
状
で

は
高
齢
者
の
世
帯
の
利
用
が
少
な
い
の

で
は
と
考
え
る
が
通
信
環
境
の
向
上
、ひ

か
り
の
幹
線
の
整
備
に
よ
っ
て
、今
後
見

守
り
機
能
や
買
い
物
支
援
等
へ
の
利
用
、

あ
る
い
は
、近
い
将
来
に
は
遠
隔
医
療
等

も
利
用
で
き
る
等
、村
の
福
祉
策
の
面
か

ら
も
よ
り
多
く
の
方
に
活
用
い
た
だ
け

る
の
で
は
と
考
え
る
。通
信
料
、ア
プ
リ

等
の
利
用
料
の
負
担
が
あ
る
の
で
村
主

導
で
全
世
帯
の
利
用
を
積
極
的
に
進
め

る
と
い
う
の
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、村

と
し
て
も
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て

頂
け
る
よ
う
な
情
報
提
供
、あ
る
い
は
高

齢
者
の
方
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
る
も

の
を
考
え
る
等
、勉
強
会
等
開
催
し
な
が

ら
加
入
を
増
や
し
て
い
き
積
極
的
に
勧

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

◆
原
光
史
議
員

質
問　

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
へ
の

思
い
と
当
村
の
将
来
の
構
築
に
つ
い
て

①
村
長
就
任
当
初
の
五
つ
の
公
約
を
令
和

２
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ

た
か

②
平
成　

年
３
月
発
表
の
第
五
次
総
合

２８

計
画
の
中
の「
根
羽
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」の
指
針
の
反
映
に
つ

い
て

③
村
長
の
村
内
で
の
各
種
団
体
長
の
兼
務

に
伴
う
行
政
へ
の
支
障
の
有
無
に
つ
い

て回
答

①
１
つ
目
の「
村
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
、運
営
す
る
村
づ
く
り
」の

地
区
懇
談
会
に
つ
い
て
で
す
が
今
年
度

出
席
世
帯
数
は
１
４
５
世
帯
、全
体
の
約

　

％
程
度
で
し
た
。ま
た
、若
者
や
婦
人
、

４０お
年
寄
り
へ
の
懇
談
に
つ
い
て
は
、婦
人

会
の
役
員
会
が
あ
り
毎
年
そ
の
折
に
村

の
予
算
、課
題
等
に
つ
い
て
話
を
す
る
時

間
を
と
っ
て
い
る
。お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

に
つ
い
て
は
、主
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
役

員
会
、総
会
等
を
活
用
し
て
説
明
を
し
て

い
る
。若
者
に
つ
い
て
は
、特
に
今
年
は

地
域
循
環
共
生
圏
事
業
と
い
う
取
組
み

の
中
で
若
者
の
皆
さ
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
村

の
現
状
や
未
来
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

頂
い
た
と
い
う
の
が
大
き
な
取
組
み
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。今
後
も
で
き
る
だ
け
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取
り
ま
と
め
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す

が
、主
だ
っ
た
概
要
の
み
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
く
。ま
ず
１
つ
目
の「
地
域
資
源
の

活
用
と
新
た
な
発
想
で
村
内
で
の
雇
用
・

経
済
の
循
環
を
確
保
」で
は
赤
坂
地
区
の

山
地
酪
農
の
試
験
地
の
整
備
、地
域
熱
利

用
の
調
査
実
施
、プ
レ
ミ
ア
付
き
商
品
券

や
福
祉
灯
油
券
、子
育
て
応
援
券
等
の
発

行
に
よ
っ
て
村
内
の
経
済
の
循
環
を
は

か
る
取
組
み
、あ
る
い
は
企
業
支
援
に
よ

る
事
業
後
継
者
の
確
保
な
ど
支
援
制
度
の

充
実
や
都
市
部
企
業
と
の
連
携
を
実
施
。

今
後
課
題
と
し
て
は
稼
げ
る
産
業
へ
の

転
換
、外
部
へ
の
情
報
発
信
が
非
常
に
重

要
で
、効
率
的
に
外
部
と
内
部
を
つ
な
ぐ

中
間
支
援
組
織
の
設
立
が
課
題
だ
と
考

え
る
。ま
た
、矢
作
川
の
源
流
地
域
と
し

て
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
取
組
み

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

次
期
の
計
画
に
こ
の
部
分
を
し
っ
か
り

と
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。２
つ
目
の「
交

流
か
ら
移
住
定
住
へ
」に
つ
い
て
は
山
の

小
さ
な
学
校
体
験
事
業
や
、親
子
留
学
の

開
始
に
よ
っ
て
安
城
市
か
ら
の
受
け
入

れ
が
始
ま
っ
た
こ
と
。ま
た
、空
き
家
の

利
用
１
件
、世
帯
用
住
宅
３
棟
を
建
設
。

様
々
な
交
流
を
行
う
中
で
村
の
情
報
発

信
を
行
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、移
住
定

住
ま
で
に
は
思
う
よ
う
に
結
び
つ
か
な
か
っ

た
の
で
、今
後
は
外
部
人
材
と
の
様
々
な

連
携
や
取
組
み
を
進
め
た
い
。３
つ
目
の

「
生
活
の
質
・
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
充
実

し
た
山
村
暮
ら
し
の
実
現
」に
関
し
て
は
、

不
妊
治
療
に
対
す
る
助
成
制
度
の
創
設
、

奨
学
金
の
内
容
の
充
実
、学
校
教
育
施
設

等
の
推
進
、医
療
器
械
整
備
の
充
実
、事

業
所
へ
の
後
継
者
確
保
の
取
組
み
、歯
科

診
療
体
制
の
充
実
、山
保
育
の
充
実
、義

務
教
育
学
校
に
つ
い
て
の
取
組
み
等
を

実
施
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、山
保
育
等
一
層
の

内
容
の
充
実
が
重
要
と
な
り
、テ
レ
ワ
ー

ク
等
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
と
の
生
活
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
理

解
し
て
い
る
。４
つ
目
の「
安
心
・
安
全
な

田
舎
の
創
造
」に
つ
い
て
は
林
道
、村
道

の
維
持
補
修
や
橋
梁
点
検
の
実
施
。ま

た
、庁
舎
移
転
に
よ
る
災
害
対
策
本
部
の

強
化
。ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
増

速
、光
回
線
事
業
の
取
組
み
も
実
施
。ま

た
、安
定
経
営
に
向
け
た
上
下
水
道
の
経

営
戦
略
策
定
や
飲
料
水
供
給
施
設
の
体

制
強
化
。ま
た
、村
内
巡
回
バ
ス
の
運
行
の

一
部
見
直
し
に
よ
る
利
便
性
向
上
の
取
組

み
を
し
て
き
た
。こ
う
し
た
取
組
み
を
す

る
中
で
一
番
重
要
な
こ
と
は
、地
域
づ
く

り
は
非
常
に
息
の
長
い
仕
事
で
、継
続
し

て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、継

続
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
で
結
果
が
出

て
く
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。第
２
期

の
地
方
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
現
在
と

り
ま
と
め
を
し
て
い
る
最
中
で
、ま
た
御

議
論
い
た
だ
く
が
、ま
ず
初
版
の
取
組
み

を
繰
り
返
し
な
が
ら
実
施
し
て
、そ
の
状

況
、分
析
評
価
を
行
う
中
で
第
２
期
の
計

画
で
は
、地
方
へ
の
人
や
資
金
の
流
れ
を

強
化
、新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
と
し
て

変
え
て
い
く
こ
と
、人
材
を
育
て
て
活
か

し
て
い
く
こ
と
、民
間
と
協
働
す
る
こ
と
、

ま
た
誰
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
を

作
る
こ
と
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
経
営
の
視
点

で
取
り
組
む
こ
と
等
の
大
き
な
目
標
を

掲
げ
る
中
で
具
体
的
な
政
策
を
展
開
し

て
い
く
。

③
現
段
階
で
は
兼
務
に
よ
る
村
長
職
へ

の
支
障
は
で
て
い
な
い
と
理
解
し
て
い

る
。各
団
体
の
長
の
選
考
に
よ
る
が
今
の

段
階
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら
選
任

が
村
長
職
と
な
っ
て
い
る
が
、村
の
事
業

に
支
障
が
な
い
範
囲
で
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
く
の
が
必
要
で
は
な
い
か
と

繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
の
で
し
っ
か

り
と
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。５
つ
目
の

「
生
活
環
境
整
備
と
防
災
対
策
の
充
実
し

た
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
」に
関
し
て

防
災
マ
ッ
プ
の
再
検
討
に
つ
い
て
は
、作

成
当
時
も
各
地
区
で
検
討
い
た
だ
き
過

去
の
災
害
等
に
つ
い
て
図
面
に
落
と
し

て
頂
い
て
、毎
年
そ
の
内
容
を
検
討
し
て

も
ら
っ
て
い
る
た
め
豪
雨
災
害
や
地
震

も
含
め
て
内
容
は
十
分
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
が
、現
在
は
そ
こ
に
航
空
写
真

を
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
な
の

で
随
時
し
っ
か
り
と
更
新
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
関
係
で
す
が
、平
成　

年
７
月
に
策

２７

定
し
た
根
羽
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
い
て
２
月　
２６

日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
警

戒
本
部
を
設
置
、　

日
に
は
こ
れ
を
対
策

２８

本
部
に
切
り
替
え
て
現
在
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
。今
後
も
国
、県
、近
隣
市
町

村
と
の
連
携
を
密
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

大
地
震
等
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
今

あ
る
防
災
計
画
に
も
記
載
が
あ
る
が
、内

容
が
非
常
に
古
い
と
い
う
こ
と
で
全
面

的
な
見
直
し
を
し
て
い
る
最
中
で
、そ
の

中
に
し
っ
か
り
と
盛
り
込
ん
で
い
く
計

画
と
な
っ
て
い
る
。農
集
排
の
つ
な
ぎ
込

み
、合
併
浄
化
槽
の
関
係
で
す
が
、農
集
排

の
根
羽
地
区
の
加
入
率
は
約　

％
で
合
併

９４

浄
化
槽
の
設
置
率
に
つ
い
て
は
約　

％
８９

程
度
で
未
加
入
世
帯
に
つ
い
て
は
機
会

が
あ
る
ご
と
に
加
入
を
呼
び
か
け
て
い

る
が
高
齢
者
の
世
帯
も
多
く
様
々
な
課

題
も
あ
る
と
思
う
が
、引
き
続
き
加
入
の

呼
び
か
け
を
進
め
て
い
く
。

②
現
在
の
根
羽
村
総
合
計
画
の
中
の「
根

羽
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」は
今
年
度
で
一
旦
計
画
が
終
了
す
る

と
い
う
こ
と
で
、具
体
的
な
成
果
目
標
を

様
々
な
機
会
に
村
づ
く
り
の
取
組
等
に

つ
い
て
村
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
で

き
る
場
を
設
け
積
極
的
に
出
向
い
て
い

き
た
い
。２
つ
目「
地
域
資
源
を
利
活
用
し

た
産
業
の
創
出
と
、雇
用
の
あ
る
村
づ
く

り
」で
す
が
こ
こ
数
年
で
山
地
酪
農
や
ト

マ
ト
栽
培
に
若
者
が
取
り
組
む
と
い
っ

た
事
例
が
村
内
で
も
出
て
き
て
い
る
。山

地
酪
農
に
関
し
て
村
で
は
村
有
林
を　
　９.２
ha

貸
与
し
、　

年
経
過
後
に
は
譲
渡
す
る
と

１５

い
う
契
約
を
し
、開
設
当
初
に
は
地
方
創

生
交
付
金
を
活
用
し
て
立
木
伐
採
等
の
実

施
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。ま
た
平
成　
３０

年
度
か
ら
は
国
の
制
度
で
す
が
農
業
次

世
代
人
材
投
資
事
業
交
付
金
を
利
用
し

就
農
活
動
を
行
っ
て
い
る
。村
へ
定
住
す

る
と
い
う
こ
と
で
当
然
若
者
定
住
の
対

象
と
し
て
支
援
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ト
マ
ト
農
家
の
若
者
に
つ
い
て
も
、平
成

　

年
か
ら
取
組
み
が
始
ま
っ
た
が
、同
様

２９に
国
の
次
世
代
人
材
投
資
事
業
交
付
金

や
強
い
農
業
の
担
い
手
作
り
の
支
援
事

業
で
支
援
す
る
と
と
も
に
村
の
若
者
定
住
、

企
業
支
援
制
度
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て

い
る
。既
存
の
事
業
者
へ
の
支
援
に
関
し

て
は
、若
者
定
住
祝
金
の
支
給
や
、永
住
を

目
的
と
し
た
企
業
や
住
宅
の
取
得
資
金

に
対
し
て
の
支
援
を
す
で
に
実
施
し
て

い
る
。ま
た
、平
成　

年
か
ら
企
業
の
支

２８

援
補
助
金
、雇
用
の
奨
励
補
助
等
現
状
で

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
る
。今
後

も
有
利
な
交
付
金
、補
助
制
度
も
活
用
し
、

様
々
な
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。三
つ
目

の「
村
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
や
福
祉

対
策
、生
き
が
い
の
あ
る
村
づ
く
り
」に

関
し
て
、な
ご
み
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
、

村
と
し
て
は
早
期
の
全
ユ
ニ
ッ
ト
の
稼

動
を
引
き
続
き
要
望
す
る
中
で
で
き
る

限
り
の
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。ま
た
、若
者
定
住
の
た
め
の
住

居
の
確
保
に
つ
い
て
、村
営
住
宅
の
整
備

以
外
に
も
空
き
家
等
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
る
中
で
様
々
な
方
策
は
検
討
し
て

い
く
。４
つ
目
の「
教
育
、文
化
、子
育
て

支
援
の
充
実
し
た
村
づ
く
り
」子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
状
況
で
す
が
、

こ
ね
ば
ち
ゃ
ん
の
昨
年
度
の
実
績
で
は

年　

回
開
催
さ
れ
て
い
る
。開
催
場
所
は

８１
保
育
所
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、し
ゃ
く
な
げ

で
も
開
催
す
る
等
様
々
な
取
組
み
を
行
っ

て
お
り
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
関
係
で
現
在
、

学
校
が
休
校
の
た
め
卒
業
式
ま
で
は
放

課
後
子
供
教
室
で
は
朝
８
時
か
ら
夕
方

６
時
ま
で
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
。こ
ね

ば
ち
ゃ
ん
は
活
動
自
粛
と
い
う
形
で
休

ん
で
い
る
が
時
期
を
見
て
再
開
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、小
さ
な
学
校
体

験
の
成
果
で
す
が
、平
成　

年
か
ら
安
城

２８

市
の
小
学
校
４
年
か
ら
６
年
生
ま
で
を

対
象
に
、最
初
は
２
泊
３
日
で
し
た
が
、

今
は
１
泊
２
日
で
根
羽
小
学
校
の
授
業

と
、根
羽
村
で
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら

う
も
の
で
、毎
年　

名
の
定
員
を
満
杯
で

２４

参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。今
年
度
は
学
校

が
改
築
中
で
あ
っ
た
た
め
休
止
し
て
い

た
が
、毎
年
実
施
し
て
い
た
。こ
う
し
た

取
組
み
を
進
め
る
中
で
今
年
度
か
ら
安

城
市
か
ら
の
親
子
留
学
制
度
を
開
始
し
、

２
組
の
親
子
が
留
学
し
て
お
り
、今
回
中

学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
は
根
羽
か
ら
飯

伊
地
区
の
高
校
へ
通
う
こ
と
と
な
り
、中

学
３
年
生
と
な
る
生
徒
も
引
き
続
き
継

続
で
留
学
を
さ
れ
る
。ま
た
新
規
に
１
組

２
名
の
生
徒
が
安
城
市
か
ら
の
親
子
留

学
が
決
定
し
、親
子
留
学
で
は
な
い
が
郡

内
か
ら
１
組
２
名
の
お
子
さ
ん
が
根
羽

に
移
っ
て
く
る
状
況
で
す
。こ
う
し
た
事

業
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、児
童
生
徒
の
確
保
に
も
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小
・
中
学
校
教
職
員
の
方
々
が
年

度
末
の
人
事
異
動
に
よ
り
転
出
入
さ

れ
ま
し
た
。根

羽
小
学
校

【
転
出
６
名
】

○
栁
瀬　

賢
司　

校
長
先
生

　
　

丸
山
小
学
校
へ　

（
飯
田
市
）

○
林　

裕
介　

先
生

　
　

下
條
小
学
校
へ　

（
下
條
村
）

○
小
久
保　

真
之　

先
生

　
　

龍
江
小
学
校
へ　

（
飯
田
市
）

○
石
川　

千
晴　

先
生

　
　

麻
績
小
学
校
へ　

（
麻
績
村
）

○
上
野　

雄
登　

先
生

　
　

退
職

○
山
口　

道
子　

先
生

　
　

平
谷
小
学
校
へ　

（
平
谷
村
）

根
羽
中
学
校

【
転
出
３
名
】

○
土
橋　

美
沙　

先
生

　
　

鉢
盛
中
学
校
へ　

（
松
本
市
）

○
牧
野　

祐
治　

先
生

　
　

阿
南
第
二
中
学
校
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
阿
南
町
）

○
北
原　

知
佳　

先
生

　
　

退
職

根
羽
学
園

【
転
入
６
名
】

○
笠
井　

勇
也　

先
生

　
　

塩
尻
西
部
中
学
校
よ
り（
塩
尻
市
）

○
宮
川　

香
世　

先
生

　
　

遠
山
中
学
校
よ
り（
飯
田
市
） 

○
大
場　

正
明　

先
生

　
　

阿
智
第
二
小
学
校
よ
り 
（
阿
智
村
）

○
三
村　

真
央　

先
生

　
　

新
規
採
用

○
久
保
田　

翔
斗　

先
生

　
　

新
規
採
用

○
竹
田　

祈　

先
生

　
　

新
規
採
用

役
場
職
員
の
異
動

◇
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

住
民
課

　

松
原　

雪
子（
阿
智
村
）

人  
の  
動  
き

　

令
和
２
年
度
の
消
防
団
の
役
員
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。今
後
と

も
消
防
団
活
動
に
対
し
村
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、火
災
予
防
に
も
努
め
て
頂

き
ま
す
よ
う
、お
願
い
致
し
ま
す
。

　

団　

長　
　

松
下　

直
樹

　

副
団
長　
　

石
原　

幸
伸

　

本
部
長　
　

鈴
木　

孝
宏

　

喇
叭
長　
　

南
木　

一
美

　

旗　

手　
　

松
下　

剛
樹

第
一
分
団

　

分

団

長　

石
原　

秀
平

　

副
分
団
長　

藤
城　

友
宏

　
　

〃　

　

原　
　

淳
也

　
　

〃　

　

佐
々
木
邦
敏

第
二
分
団

　

分

団

長　

加
藤　

雅
晃

　

副
分
団
長　

筒
井　

邦
典

　
　

〃　

　

松
下　

龍
一

令
和
２
年

令
和
２
年
度度

根
羽
村
消
防
団
役

根
羽
村
消
防
団
役
員員

理
解
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
そ
の
都
度

判
断
を
さ
せ
て
頂
く
形
に
な
る
と
考
え

る
。

◆
令
和
元
年
度
根
羽
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

　

矢
作
川
源
流
の
郷
ふ
る
さ
と
寄
付
金
事

業
費
等
に
よ
り
、１
億
２
３
０
万
円
を
追

加
し
、総
額　

億
４
８
２
万
４
０
０
０

２０

円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
根
羽
小
中
学
校
統
合
改

築
工
事
変
更
請
負
契
約
の
専
決
処
分

の
承
認
に
つ
い
て

　

義
務
教
育
学
校
設
置
に
係
る
工
事
の

変
更
契
約
に
つ
い
て
、承
認
が
さ
れ
ま
し

た
。

◆
根
羽
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
災
害
弔

慰
金
に
関
す
る
記
載
の
改
正
が
さ
れ
ま

し
た
。

◆
根
羽
村
営
住
宅
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

住
宅
の
用
途
変
更
に
伴
い
対
象
住
宅
に

関
す
る
記
載
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

義
務
教
育
学
校
設
置
に
関
す
る
記
載

の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
育
英
資
金
貸
付
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

貸
付
金
額
の
変
更
に
関
す
る
記
載
の

改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
議
会
の
議
員
の
報
酬
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
２
年
度
給
与
の
７
％
を
減
額
す

る
条
例
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
根
羽
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
６
号
）

　

農
業
振
興
対
策
経
費
等
に
よ
り
、９
８

０
０
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、総
額　
２１

億
２
８
２
万
８
０
０
０
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
元
年
度
根
羽
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

医
療
給
付
費
の
財
源
振
替
等
に
よ
り
、

２
万
円
を
減
額
し
、総
額
９
９
２
７
万
９

０
０
０
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
、維
持
管
理
費

１
５
９
万
２
０
０
０
円
を
減
額
し
、総
額

７
１
３
６
万
９
０
０
０
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
元
年
度
根
羽
村
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
、維
持
管
理
費

４
７
８
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
、総
額

６
１
８
７
万
６
０
０
０
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

◆
令
和
元
年
度
根
羽
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
に
よ

り
、１
１
５
０
万
円
を
減
額
し
、総
額
２

億
２
９
７
４
万
５
０
０
０
円
余
と
な
り

ま
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

保
険
料
の
増
減
に
よ
り
、　

万
円
を
追

３０

加
し
、総
額
１
８
４
４
万
７
０
０
０
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
２
年
度
根
羽
村
一
般
会
計
予
算

◆
令
和
２
年
度
根
羽
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

◆
令
和
２
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
予
算

◆
令
和
２
年
度
根
羽
村
下
水
道
特
別
会

計
予
算

◆
令
和
２
年
度
根
羽
村
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

◆
令
和
２
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特
別
会

計
予
算

◆
令
和
２
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

　

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。）

◆
令
和
元
年
度
林
道
事
業
林
道
洞
中
線

開
設
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

林
道
洞
中
線
開
設
工
事
に
伴
う
変
更

請
負
契
約
に
つ
い
て
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
元
年
度
林
道
事
業
林
道
岩
名
沢

線
舗
装
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　

林
道
岩
名
沢
線
舗
装
工
事
に
伴
う
変

更
請
負
契
約
に
つ
い
て
承
認
が
さ
れ
ま

し
た
。

◆
根
羽
村
辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　

西
洞
、北
洞
辺
地
に
事
業
を
加
え
る
変

更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆「
医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針

の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書
」を
求
め

る
陳
情
書 

―
採　
　

択
―

◆「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書 

―
継
続
審
査
―

専

決

処

分

承

認

補

正

予

算

当

初

予

算

条　

　

例

そ

の

他

請

願

・

陳

情



令和２年３月３１日（７） 広 報 ね ば 第１９７号

国保のしくみ

　国保とは、病気やけがをしたときに安心してお医者さんへかかれるように、加入者（被保険者）がお金（国保税）を

出し合って、医療費を補助する制度です。

国保に加入する人

　職場の健康保険等に加入している人、後期高齢者医療制度の対象者、生活保護を受けている人以外のすべての方が

国保の加入者となります。

※加入は世帯ごととなり、加入に関する届け出は世帯主が行います。印鑑及び必要書類をご持参ください。

　届け出は、取得や喪失の事由が発生した時から１４日以内に役場窓口へ申請してください。

その他の手続き

・村内で住所が変わったとき　・世帯主変更や氏名が変わったとき　・世帯を分けたとき又は一緒にしたとき

・修学のため、村外に転出したとき（在学証明書、転出先の住民票の写し）

※修学による保険証をお持ちの方は、学校卒業と同時に現住所地の国民健康保険又は就職先の健康保険に加

入する必要があるため、卒業証明書の写しを添えて届け出る必要があります。

・保険証をなくしたとき（汚れて使えなくなったとき）

届け出がおくれると・・・

◆保険証がない期間の医療費はやむを得ない場合を除き全額自己負担となります。また、保険税は届け出をした日か

らの加入ではなく、資格を得た日までさかのぼって支払うことになります。

　【 遡及賦課 】
そきゅうふか

◆資格のない保険証で医療機関を受診した場合、医療費の返還をしなければなりません。

※国保についてのお問い合わせは役場住民課へお願いします

　

令
和
元
年
度
の
税
制

改
正
に
よ
り
、毎
年
４
月

１
日
に
自
動
車
を
お
持

ち
の
方
に
課
税
さ
れ
る

自
動
車
や
自
動
車
の
購

入
時
に
課
税
さ
れ
る
自

動
車
取
得
税
は
、
令
和

元
年　

月
１
日
よ
り
新

１０

制
度
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

令
和
元
年　

月
１
日

１０

以
降
、
自
動
車
の
排
気

量
等
に
応
じ
て
毎
年
か

か
る
自
動
車
税
は
、「
自

動
車
税
（
種
別
割
）」
に
、

軽
自
動
車
税
は
「
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
」

に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
等
の

観
点
か
ら
、所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
受
付
期
限

を
４
月　

日
ま
で
延
長

１６

し
て
い
ま
す
が
、令
和
２

年
３
月　

日
以
降
に
申

１７

告
さ
れ
た
令
和
元
年
分

確
定
申
告
書
及
び
令
和

２
年
度
住
民
税
申
告
書

に
内
容
に
つ
い
て
は
、毎

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

４
月　

日（
木
）で
す
。

３０

確
定
申
告
延
長
時
に
申
告
さ
れ
た
皆
様
へ

加入するとき

・職場の健康保険等の資格を喪失したとき

　（退職日の翌日）

・家族の職場の健康保険の被扶養者の資格

を喪失したとき

・他市町村から転入したとき

・子どもが生まれたとき

・生活保護を受けなくなったとき

国民健康保険につい国民健康保険についてて

年
５
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
送
付
し
ま
す
令
和

２
年
度
当
初
住
民
税
決

定
通
知
書
及
び
各
種
保

険
料
等
に
反
映
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
に
は
、後
日
修

正
し
た
通
知
書
を
送
付

い
た
し
ま
す
。

し
た
。

　

ま
た
、令
和
元
年　
１０

月
１
日
以
降
に
新
規
登

録
を
受
け
た
自
家
用
の

乗
用
車
（
登
録
車
）か

ら
、自
動
車
税（
種
別

割
）の
自
動
車
取
得
税

の
税
率
が
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
税
率
は
変

更
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
の
軽
自
動
車

税
の
納
期
限
は
４
月　
３０

日
（
木
）で
す
。納
期
限

内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

やめるとき

・職場の健康保険等に加入したとき

・家族の職場の健康保険の被扶養者となったとき

・他市町村へ転出したとき

・死亡したとき

・生活保護を受け始めたとき

・後期高齢者医療制度の対象となったとき

　（７５歳の誕生日から）
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国民年金のお知ら国民年金のお知らせせ
★会社を退職したときは国民年金の届出が必要です
　会社を退職すると国民年金の加入は自分で手続きをしなければいけません。退職者に扶養されていた配偶者も同じ手続きが必要になります。

（ただし、２０歳未満、６０歳以上の方は手続不要）図参照

※６０歳以上の方でも受給資格期間が足りない方や、老齢基礎年金を満額に近づけたい方は国民年金に「任意加入」できます。

★国民年金保険料の免除申請を受け付けています
　収入の減少や失業等により、経済的に保険料を納めることが困難な場合には、本人の申請手続きにより、保険料が「全額免除」または「一部免

除（一部納付）」される免除制度があります。申請者本人のほか、配偶者および世帯主の方も所得基準の範囲内である必要があります。なお、所

得の申告をしていないと審査ができませんので、忘れずに申告をお願いします。

※学生の場合は「学生納付特例」の対象となりますが、こちらも申請が必要です。

【手続きに必要なもの】

①年金手帳　②印鑑　③雇用保険受給資格者証または離職票の写し等（失業等を理由とする場合）

　※退職（失業）の場合は、退職された方の所得を除外して審査する特例免除制度があります。

★免除された国民年金保険料でも追加で支払うこと（追納）ができます
　老齢基礎年金の年金額を計算する時に、保険料の免除や猶予の承認を受けた期間がある場合は、保険料を全額納付した場合と比べて年金額が

低額となります。しかし、免除等の承認を受けた期間の保険料については、後から納付（追納）することにより、老齢基礎年金の年金額を増やす

ことができます。

１．追納を行う場合は、申込みが必要です。

　申込みをすると、後日、年金機構から納付書が郵送されますので、最寄りの金融機関などで納付してください（口座振替ならびにクレジット納

付はできません）。

２．追納に関する注意事項

・追納ができるのは、追納が承認された月の前１０年以内の免除等期間に限られています（例えば令和元年９月分は令和１１年９月末まで）。

・１０年以内であっても、老齢基礎年金の受給権者は追納することができません。

・承認等をされた期間のうち、原則古い期間から納付していただきます。

・保険料の免除もしくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納する場合には、承認を受けた当時の保険料

額に経過期間に応じた加算額が上乗せされますので、早めの追納をお勧めします。

【手続きに必要なもの】年金手帳または基礎年金番号のわかるもの、認印　　　　【手続先】根羽村役場　住民課、または、飯田年金事務所

必要なもの届出先手続きこんなとき

・退職日が確認できる書類（離職票、社会保険資格喪失証明書
等、公務員の方は辞令書）
・年金手帳　・印鑑

根羽村役場

国民年金１号被保険
者の【資格取得届】
が必要です

厚生年金や共済組合等に加入して
いた会社を退職した

国民年金１ 号被保
険者への【種別変更
届】が必要です

配偶者が厚生年金や共済組合等に
加入していた会社を退職した（配
偶者に扶養されていた方）

・「雇用保険被保険者離職票」や「雇用保険受給資格者証」等の
公的機関の証明書の写し（公務員の方は辞令書）
・年金手帳　・印鑑

申請により保険料の
納付が免除される制
度があります

失業等により国民年金保険料を納
めることが経済的に難しい

配偶者の勤務先にご確認ください
配偶者の
勤務先

配偶者の勤務先での
手続きが必要です

退職して厚生年金や共済組合等に
加入している配偶者に扶養される
ようになった

電
子
証
明
書
の

更
新
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
の
更
新

に
つ
い
て
、『
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
通
知
書
』が
届
い
た
方
は
、役

場
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
き
、手

続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
、カ
ー
ド
取
得
時
に
設

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

定
し
て
い
た
だ
い
た
暗
証
番
号
が

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
準
備

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

の
う
え
、ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
＆

後
期
高
齢
者
医
療
の

『
医
療
費
通
知
』　

の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
つ
い
て
は
、特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、そ
の

前
年
に
医
療
を
受
け
た
全
て
の
被

保
険
者
に
対
し
、国
民
健
康
保
険

は
根
羽
村
か
ら
、後
期
高
齢
者
医

療
保
険
は
長
野
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら『
医
療
費
通
知
』

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の『
医
療
費
通
知
』は
、確
定

申
告
に
利
用
で
き
ま
す
概
大
切
に

保
管
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、１
月
か
ら　

月
ま
で

１０

の
受
診
分
に
つ
い
て
は
医
療
費
通

知
で
対
応
で
き
ま
す
が
、　

月
と

１１

　

月
の
診
療
分
に
つ
い
て
は
、医

１２療
機
関
等
か
ら
の
領
収
書
を
基
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

.  【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

　

根
羽
村
役
場　

住
民
課

　
　

−

２
１
１
１

４９
○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い

て
は
、

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
事
務
局

　

業
務
課　

給
付
係

　

保
健
事
業
担
当

　

℡
０
２
６−

２
２
９−

５
３
２
０
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３
月　

日
に
根
羽
小
学
校
、根

１８

羽
中
学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
で
、全
国
的
に

卒
業
式
を
中
止
す
る
学
校
が
多
く
、

開
催
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、式
典

時
間
を　

分
に
短
縮
し
、会
場
の

３０

座
席
間
を
十
分
に
確
保
す
る
と
と

も
に
、来
賓
の
数
を
縮
小
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

小
学
６
年
生
６
人
、中
学
３
年

生
７
人
の
卒
業
生
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
校
長
先
生
か
ら
一
人
ず
つ
卒
業

証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
９
年
制
の
一
貫
校
に

変
わ
る
こ
と
か
ら
、根
羽
小
学
校
、

根
羽
中
学
校
と
し
て
の
卒
業
式
は

今
年
度
が
最
後
と
な
り
、感
慨
も

ひ
と
し
お
で
し
た
。

　

明
治
５
年
に
開
校
し
た
根
羽
小

学
校
は
１
４
７
年
間
、昭
和　

年
に

２２

開
校
し
た
根
羽
中
学
校
は　

年
間

７２

の
歴
史
を「
義
務
教
育
学
校
根
羽

学
園
」に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

根
羽
小
学
校
は　

年
１４７

根
羽
中
学
校
は　

年
の
歴
史
に
幕

７２

珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊

小
中
統
合
を
控
え
最
後
の
卒
業

小
中
統
合
を
控
え
最
後
の
卒
業
式式

　

南
信
州
地
域
の
森
林
・
林
業
の
健
全

な
発
展
と
、そ
の
振
興
に
貢
献
の
あ
っ

た
個
人
、
団
体
を
表
彰
す
る
「
南
信

州　

元
気
な
森
フ
ェ
ス
タ
」
が
２
月

　

日
に
飯
田
合
同
庁
舎
で
開
催
さ
れ

２１ま
し
た
。

　

根
羽
村
か
ら
は
、森
林
環
境
教
育
推

進
の
部
で
根
羽
中
学
校
が
下
伊
那
山

林
協
会
長
賞
を
、
森
林
・
林
業
の
部
で

根
羽
村
森
林
組
合
佐
伯
伸
治
さ
ん
が

飯
伊
地
区
森
林
組
合
連
絡
協
議
会
長

賞
を
、
野
鳥
愛
護
ポ
ス
タ
ー
の
部
で

根
羽
中
学
校
１
年
生
小
澤
泰
地
さ
ん

が
飯
伊
連
合
猟
友
会
長
賞
を
、長
野

県
林
業
関
係
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
野
鳥
愛
護
ポ
ス
タ
ー
原
画
の
部
で

根
羽
小
学
校
６
年
生
片
桐
愛
実
さ
ん

が
長
野
県
猟
友
会
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南南
信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信

「
南
信
州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州

元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
ななななななななななななななななななななな
森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
ススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ

元
気
な
森
フ
ェ
ス
タ
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

表
彰
式
開
催

　

根
羽
村
保
育
所
の
卒
園
式
が
３

月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

２４

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、来
賓
や

保
護
者
の
制
限
を
す
る
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

(

　

今
年
は
松
下
凱
翔
く
ん 

向
黒

)地 

と
片
桐
美
和
さ
ん（
小
栃
）の
２

名
が
卒
園
と
な
り
ま
し
た
。名
前

を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事

を
し
、壇
上
で
堂
々
と
保
育
証
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
栁
瀬
小
学
校
長
先
生
よ

り「
４
月
か
ら
、根
羽
小
学
校
か
ら

根
羽
学
園
に
名
前
が
変
わ
り
、校
舎

も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。大
勢
の

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に

勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
」と
激
励
の

言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊

根
羽
村
保
育
所

卒
園

根
羽
村
保
育
所　

卒
園
式式

　

東
京
都
中
央
区
晴
海
に
、環
境
に
配

慮
し
持
続
可
能
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
を
実
現
す
る
た
め
、全
国　

自
６３

治
体
か
ら
無
償
で
借
り
受
け
た
木
材

を
使
用
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
日
本
の
木
材
リ
レ
ー
～
み
ん
な
で

作
る
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
～
」

の
施
設
内
覧
会
及
び
式
典
が
１
月　
２７

日
か
ら
１
月　

日
に
開
か
れ
、
根
羽

３１

村
か
ら
も
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
に
は
カ
フ
ェ
、
雑
貨
店

等
の
店
舗
や
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

配
置
さ
れ
、
世
界
各
国
か
ら
集
ま
る

選
手
や
大
会
関
係
者
の
生
活
を
支
え

る
施
設
で
あ
り
、
延
床
面
積
約
５
、
５

０
０
愛
、
使
用
木
材
約
１
、
３
０
０
逢

で
、根
羽
村
か
ら
は
ス
ギ
約　

逢
を
提

１８

供
し
、
床
や
柱
等
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
に
は
各
自

治
体
名
が
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
根
羽

村
を
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
で
き

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
ののののののののののののののののののののの
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ

日
本
の
木
材
活
用
リ
レ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

～
み
ん
な
で
作
る
選
手
村

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
～
内
覧
会
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ハウス完成！
佐々木富貴子（根羽村）

たのもしい児童消防団
小原英喜（飯田市）

渓谷の輝き
伊藤孝行（松川町）

中日新聞社賞

皆さんの笑顔
下川清光（西尾市）

信濃毎日新聞社賞

南信州新聞社賞

根羽ふるさと太鼓
實原保正（阿智村）

秋色に深まる渓谷　
串原幸延（下條村）

遊べ！育て！根羽っこ！
佐々木富貴子（根羽村）

観
光
協
会
長
賞

審査員特別賞

優
秀
賞

黒地のしき桜
實原幸代（阿智村）

優
秀
賞

朝もや　稲垣直美（岡崎市）

のどかなひととき
松島信雄（飯田市）

中日写真協会賞 写真刊賞

　

今
年
度
実
施
し
ま
し
た
、第
45
回
ふ
る
さ
と
根
羽
村
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト「
秋
・
冬
の
部
」に
お
い
て
10
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、小
林
農
園
の
新
し
い
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
の
完
成
を
喜
ぶ

３
人
の
女
性
従
業
員
を
と
ら
え
た
作
品
が
村
長
賞
に
、ど
ん
ど
焼

き
の
準
備
を
お
話
し
な
が
ら
和
や
か
に
眺
め
る
２
人
の
女
性
を
写

し
た
作
品
が
審
査
員
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

当
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

さ
れ
た
作
品
は
、４
月
中

旬
か
ら
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
に

展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、本
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
只
今
「
春
・
夏
の

部
」の
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
是
非
多
く
の

方
々
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

村
長
賞

第45回
「「「「「「
秋秋秋秋秋秋秋秋秋・・冬冬冬

果果果果

査
会
結

査
審
査

部
」」審審
査

の
部
ののの
部
」審
査
会
結
果

の
部部
」」審審
査査

結
果果

「
秋・冬
の
部
」審
査
会
結
果

「
秋・冬
の
部
」審
査
会
結
果

ふ
る
さ
と
根
羽
村

　　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ふ
る
さ
と
根
羽
村

　　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト


